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のごはん

大人が変われば → 子どもが変わる
家庭が変われば → 地域が変わる

「地域学校協働活動」とは、より多くの地域住民や団体等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや
成長を支えるとともに、学校を核とした地域づくりを目指して地域と学校が相互に連携・協力して行う様々
な活動のことを言います。本町でも、本年度6月以降地域学校協働本部を新たに設置し、地域学校協働活動
推進員を委嘱して地域学校協働活動の本格的な始動を行うこととしました。地域学校協働活動は、地域全体
で未来を担う子ども達を支える活動です。本活動について学び、地域全体で子ども達の学びや成長を支えて
いきましょう。

５月22日（日）徳之島町スポー
ツ少年団競技別交歓大会の軟式野球
競技とバレーボール競技が、町健康
の森運動公園野球場と町体育セン
ターでそれぞれ開催されました。

両会場とも、見事熱戦を制し優勝
したのは、軟式野球競技が「亀津野
球スポーツ少年団」、バレーボール
競技が「亀徳バレースポーツ少年
団」の両チーム。７月に奄美島群内
各地で開催される、大島地区大会へ
の出場切符を手にしました。優勝した「亀津野球スポーツ少年団」と「亀徳バレースポーツ少年団」

スポ少交歓大会で熱戦を展開！

「かごしま地域学校協働活動～地域で未来を担う子ども達の成長を支える～」から

地域学校協働活動による効果について

○子ども達への効果
子どもたちは、信頼できる大人との関わりを持ち、ほめてもらったり、認めてもらったりすることで、

自分達や周りのことを愛し、思いやる気持ちが育ちます。さらには、より多くの地域の人たちが子ども
の教育に関わっている学校ほど、学力・学習状況調査における正答率も高いという結果が出ています。

○地域への効果
地域課題の解決に繋がる活動を通じて、地域づくりの担い手が育成されると共に、地域の教育力（地域行事等

への参加や協力体制）が向上します。自らの知識や技能、学びの効果が教育の場で活かされることで、相互に高
め合い、地域住民の生きがいや自己実現の機会がつくられます。さらに、地域住民同士が交流を深め、地域に緩や
かなネットワークが構築され、地域コミュニティの再生に繋がります。

○学校への効果
地域と学校が子どもの成長に向けた目標を共

有することで、「社会に開かれた教育課程の実現
が図られます。教育や子ども達に対する責任と役
割を学校が地域と分かち合うことで、学校の教育
活動に対する理解者と支援者が増えていきます。
各種の学校行事に多様な地域の方々の協力が得
られることで、教育活動が充実し、子どもが学んだ
ことを生かす場になっています。

「人づくり」「つながりづくり」「地域づくり」を合い言葉
に地域学校協働活動をみんなで推進しましょう！



奄美群島PTA連絡協議会会員等研修会が３年ぶりに対面開催

6月 3日（金） 町青少年育成町民会議

6月 4日（土） 町スポ少交歓大会サッカー競技

6月 5日（日） 町スポ少交歓大会ソフトボール競技

6月18日（土） 青少年育成の日

6月19日（日） わが町ふるさと一斉清掃・家庭の日

6月26日（日） 島口・島唄・民舞の祭典

６月行事予定
家庭教育支援チーム「 」から一言

あなたの生き方が、
子どもへの最高の教育になる

家庭や地域、社会全体にまで目を配り積極的に
かかわれる人に育てるために、まず親自身がその
大切さを理解し、努力・挑戦することが
大切です。6月のおはなし会 11日・25日

令和4年度町女性連役員から町民の皆さまにごあいさつ

奄美群島PTA連絡協議会会員等研修会が、５月21日（土）町文化会
館で開催されました。新型コロナウイルス感染症の影響により、対面
方式での開催は3年振りとなりましたが、大島各地から約110人が出
席し、「学校・家庭・地域の連携・協働を活かしたPTA活動の推進～
奄美のよさをいかして～」をテーマに、事例発表や意見交換、講演会
で研修を深めました。

研究協議では、瀬戸内町立阿木名小中学校が「家庭と学校，育てよ
う！子どもは未来の宝～「結いの心」を育む取組を通して～」、徳之
島町立尾母小中学校が「学校・家庭・地域の連携を活かしたPTA活動
の推進」、樟南第二高等学校が「家庭と学校でどう連携して，徳之島
の将来を担う若者を育てるか」について事例発表を行いました。

尾母小中学校の発表では、小規模校であることを生かし、地域と連
携して実施した「餅つき」や「島口川柳教室」などの事例が紹介され
た一方、PTA会員数の減少により組織の再編の見直しが必要になるな
どの課題も挙げられ、会場に訪れた方からは積極的な質疑応答があり、
活発な意見が交わされていました。

続く講演会では、一般社団法人「巡めぐる恵めぐる」代表理事 新元
一文氏を講師に迎え、「『島でもできる』から『シマだからできる』
まで」を演題に講演。シマ唄バンドのサーモン＆ガーリックのサーモ
ンとしても活躍している自身の活動状況も踏まえ、島唄の演奏を交え
ながら昔と今の島の状況について説明し、「シマを知って、シマを見
直し、シマの良さに気付き、ICTなどの今の技術でシマを創り、楽しむ
ことが大切」と語り、感じる力を取り戻そうと自身の曲「ムルフィー
ル」を演奏して講演を締めくくりました。

【令和4年度奄美群島PTA連絡協議会被表彰者（徳之島町関係）】
個人の部：尾母小中学校PTA 櫻木 孝志氏

令和４年度徳之島町地域女性連総会にて承認をいただ
き、新体制で活動開始です。コロナ禍の今を、みんなで
知恵を出し、声を出し、手をつなぎ、明るく楽しい女性
連を目指します。皆様のご意見、お声を私たちに聞かせ
ていただければ嬉しいです。どうぞよろしくお願いいた
します。

【～令和４年度町地女連役員一同～】
会長：上原トヨ子、副会長：清瀬利津子・中村理佐、会
計：椛山まゆみ、書記：幸山みどり、体育部長：西川三
枝子、文化部長：作元ゆかり、監事：永吉範子・東教子


